
 

 
 
 

町田市で第１号の「景観協定」を『リーフィア町田小山ヶ丘』で認可取得 

小田急不動産株式会社（本社：東京都渋谷区 / 取締役社長：間瀬卓正）は、東京都町田市小山ヶ丘

にて開発し戸建分譲を行っている「リーフィア町田小山ヶ丘」（総区画数１９６戸）において、町田市

で第１号となる景観法に基づく「景観協定」の認可を受けましたのでお知らせいたします。 

■ 認可に至る経過 

町田市では、２００９年１２月に「町田市景観計画」が策定され“生活風景に魅力と豊かさを感

じられるまち”という基本理念のもと景観づくりが進められています。このたび「リーフィア町田

小山ヶ丘」では、その景観づくりの先導的事例となることを目指し、分譲に先立ち住民が守るべき

基準をあらかじめ定め、建て替えなどによる景観の変化等に対するトラブルを未然に防ぎ、この土

地ならではの住環境の維持を図ることを目的に町田市と協議を重ね、２０１２年９月２５日付けで

認可を受けました。 

■ 景観協定の名称  リーフィア町田小山ヶ丘景観協定 

■ 景観協定の区域  町田市小山ヶ丘六丁目１番４２～２３７ 

■ 景観協定に定めている基準 

・ 屋根には１／１０以上の勾配をつける 
・ 屋根や外壁の色彩の制限（関東ローム層の赤い屋根、緑の映える淡いベージュの外壁を基調

として、暖色系の使用可能範囲を広め、寒色系の色彩可能範囲を狭めた色彩基準） 
・ 建物の階数は２階以下、高さは１０ｍ以下とする 
・ 塀等は、５０％以上の透過性のあるフェンスや生垣等とする 
・ 敷地の区画変更の制限 
・ アンテナ類は地盤から７ｍ以下の高さとする 
・ 植栽の維持管理や緑地帯の保全 
・ 屋外広告物の設置の制限（周辺環境と調和し、面積０．３㎡以下のものは設置可能） 

■「リーフィア町田小山ヶ丘」で創出される街並み 

本分譲地は、多摩丘陵西端の丘の上に位置し、空の広がりと周辺の保存緑地が身近に感じられる

立地です。その特性を活かし、「森に佇み、森を育む」というコンセプトを策定し、電線類の地中化

や分譲地南側の保存緑地と連続する外周部の緑化、公園・広場の設置、ゆとりある敷地規模の確保

を行いました。 
さらに、国産の自然石を用いた石積みや

影石（けいせき）と芝生で起伏を設け、関

東南部の郷土種を主体に緑化した外構植栽

計画と、関東ローム層の色彩をイメージし

た赤茶色の瓦屋根、豊かな植栽のキャンバ

スとなる淡いベージュの外壁に、外構の自

然素材との連続性を意識して基礎の立上り

部分にも擬石を施した建築計画との組合せ

により、周辺環境を活かしつつ開放的で緑

豊かな住環境を形成し、建物の形態や色合

いの揃った１９６戸の街並みを創出します。 
 

シンボルツリー（カツラ）がある街の中心の公園を望む街並み 

【２０１２年８月撮影】 



 

 

 

 

■ 物件の概要 

  名   称   リーフィア町田小山ヶ丘 
  所 在 地   町田市小山ヶ丘６丁目 1番４２ほか 

交   通   JR 横浜線 橋本駅 徒歩２１分 
         京王相模原線 橋本駅 徒歩２３分 
         JR 横浜線 橋本駅 バス 7分 バス停「リーフィア町田小山ヶ丘」下車 徒歩 2分 
総 戸 数   １９６戸 
事業総面積   ４３，９７０㎡（公共用地等含む、開発総面積） 
土地面積    １５０．７５㎡（約４５．６０坪）～１８８．４９㎡（約５７．０１坪）    
建物構造・規模 木造２階建（２×４工法） 
販売時期    ２０１２年７月販売開始 
引渡開始    ２０１２年９月２７日 
 

    

【現地案内図】   

このニュースリリースに関するお問い合わせは、小田急不動産（株）総務部 （梅澤） 

  TEL０３－３３７０－１１１０    FAX０３－３３７４－２９５９ 

                                にお願いいたします。 
 


